
記
念
式
典
の
御
案
内

謹
啓

　向
夏
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
本
校
は
明
治
六
年
九
月
に
秋
田
市
東
根
小
屋
の
地
に
開
校
し
て
以
来
、
こ
の
た
び

創
立
一
五
〇
周
年
を
む
か
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
温
か
い
御
指
導
、

御
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　つ
き
ま
し
て
は
、次
に
よ
り
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
す
の
で
、御
多
用
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、

御
臨
席
の
栄
を
賜
り
た
く
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

謹

　言

　

記

一
、
日

　時 

令
和
五
年
九
月
一
日（
金
）

　午
後
十
二
時
三
十
分

 
 

記
念
式
典
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
演
奏

二
、
会

　場 

あ
き
た
芸
術
劇
場

　ミル
ハ
ス

　大
ホ
ー
ル

○
記
念
式
典
御
出
席
の
方
は
、午
後
十
二
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

　で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
御
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
長

　　柘

　植

　敏

　朗

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
長

　　銭

　谷

　眞

　美

令
和
五
年
七
月
吉
日

祝
賀
会
の
御
案
内

　記
念
式
典
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
演
奏
終
了
後
、
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
を

左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
御
臨
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
日

　時 

令
和
五
年
九
月
一
日（
金
）

　午
後
五
時
三
十
分

二
、
会

　場 

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　　放
光
の
間

　
（
秋
田
市
中
通
一
ー
三
ー
五
）

三
、
会

　費 

八
千
円

○
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、式
典
、祝
賀
会
と
も
に
同
封
の
は
が
き
に
て
、七
月
二
十
五
日
ま
で
御
出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　　祝
賀
会
の
会
費
に
つい
て
も
、同
封
の
振
込
み
用
紙
に
て
同
日
ま
で
お
収
め
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
長

　　銭

　谷

　眞

　美

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
長

　　柘

　植

　敏

　朗

令
和
五
年
七
月
吉
日


